中学校第２学年　　学級活動指導案　

ねらい：安心して暮らせるようになるためには、一人ひとりが互いに尊重しあい、相手を大切にすることの意義を理解し、実践しようとする態度を育てる。 
	ね ら い
	学習活動
	指導上の留意点

	・人にはいろいろな
立場があり、異なるものの見方や考え方があることを考える。

・子どもの権利条例が自分たちの生活を守ろうとするものであることを理解する。

・互いが尊重し、支えあっていこうとする意欲を高める。
	１．「ジャストローのうさぎのだまし絵」から見えるものを発表する。 

○この絵は何に見えますか。

・アヒル

・ウサギ
２．子どもの権利に関する条例の前文を読み、感想を出し合う

　　○条例の前文を読んでどんなことを感じましたか？

　　　・一人ひとりのちがいを大切にしなければならない。

　　　・お互いに尊重し合わなければならない。

　　　・友達の権利を侵しているかもしれない。
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○家庭や学校で、友達や周りの人と意見があわなかった時みなさんはどうしますか？

　・話し合いをしたり、他の人の意見を聞き判断する。

　・自分の本音の言える子には意見を言うがそうでない子には言えない。

　・相手の意見に合わせる。

３．自分も相手も楽しく過ごすためには、どんな考えや態度で接したらよいか発表する。 

　　○互いに楽しく安心して過ごすためにはどのような態度で接するとよいでしょう。

　　　・普段から相手のことを尊重し、何でも言い合える関係を作ることが大切だ。

　　　・自分から言えない子もいるということを知り、何を言おうとしているのか汲み取ってあげること。

　　　・仲間の意見に耳を傾けるようにする。

４．本時の授業を通しての感想を書き、発表する。
	・ひとつの絵でも、見る角度によって見え方が違うことに気づかせ、価値への方向付けをする。
・キーワードになる言葉に着目させる。
・全員の思いを理解するために、学習プリントに記入するようにする。
・人それぞれの、置かれた立場を尊重し、それを生かせる広い心をもつことが、相互の人間関係を豊かにしていくことに気づかせる。


	多治見市子どもの権利に関する条例について考えよう

	２年　　　組　　　番　　氏名

	課　題
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自分も相手も楽しく安心して過ごすためには、どんな考えや態度で接したらよいだろう


　　　　　　



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	◇子どもの権利の大切さについて学んだことやこれから心がけたいことを書こう

	

	

	

	

	


【資料１】　　　　これは何の絵でしょう？

【資料2】
	多治見市子どもの権利に関する条例

	前　　　　文

	★子ども一人ひとりの違いを大切にし個性として尊重するまち★
　子どもは、それぞれ一人の人間であり、かけがえのない存在です。子どももおとなも命を大切に生きている仲間です。子どもは、一人の人間としてその権利が尊重されます。子どもは、その権利が保障されるなかで、すこやかに成長していくことができます。
★子どもが安心して自分らしく生きることができるまち★
　子どもは、それぞれに苦しいこと、心配なことなどがあります。子どもは、安心して助けてと言うことができ、守ってもらえます。子どもは、それぞれに思いがあります。たとえ小さい子どもでも意志や考えをもっています。子どもは、その思いや意見を自由に言うことができ、それらを尊重してもらえます。子どもは、それぞれに可能性や成長のしかたがあります。子どもは、ゆっくり自分をつくっていくことや子ども同士が育ち合うことができます。
★お互いを尊重し、共に支え合うまち★
　子どもは、自分を大切にし始めるとき、他の人を大切にする気持ちをもつことができるようになります。子どもは、自分の権利について学び、気づき、身につけていくなかで、他の人の権利を大切にし、お互いに権利を尊重し合える力をつけていくことができます。子どもは、子ども同士や子どもとおとなとの良い関係をつくっていけるように支援されます。
★子どもが多治見の今と未来をつくっていくことのできるまち★
　子どもは、多治見を共につくっていく仲間としてまちづくりに参加ができます。子どもが幸せなまちはおとなも幸せなまちです。子どもは、社会の一員として重んじられ、それぞれの役割を果たしていけるように支援されます。
★平和と環境を大切にし、世界とつながっていくまち★
　子どもは、平和と豊かな環境のなかですこやかに成長していくことができます。子どもは、日本と世界の子どもたちのことについて考え、自分たちのできることをしていけるように支援されます。私たちは、このようなまちづくりをめざして、児童の権利に関する条約（平成6年条約第2号。以下「子どもの権利条約」といいます。）の精神をふまえ、多治見市が子どもの権利を尊重するまちであることを明らかにし、多治見市子どもの権利に関する条例を制定します。


お互いを尊重し、共に支え合うまち(集団)づくりのために改善するとよいことはどんなことでしょう。
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